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中国地方の花醐岩とタングステン及びモリブ

デン鉱床について（概報）ac

木　　野　　崎　　吉　　郎

　1　要　　略

　山陰型花嵩岩区は気威贋石を随件しない，母岩のグライぜン化を件なわない，比較的緩

傾斜の多数の輝フk鉛鉱石英脹を賦存し，これらの鉱脹の代表的のものは区域の中央に分布

している。また多数の絹雲母鉱床を賦存している。

　広島型花嵩岩区は螢石，黄玉等の気成脈石を随俘し，著しい母岩のグライゼン化を伴な

う，」：L較的急傾斜の鉄マンガン重石石英脹を賦存し，これらの鉱脹はおもに花嵩岩の縁辺

部に分布し・その内側にはペグマタイトの大鉱床が分布している。　　　　　・

　広島型花嵩砦区の北部はタングステン及びモリブデン鉱床の室白地帯をなしている。従

つてこれらの鉱床の賦存状態のみを基としては爾花嵩岩区の明らかな境界は定めがたい。

　E　前　　書　　　　　　　　　　　　　　’

　中国地方は本邦において最も広い面積を占めて花嵩岩類岩石の分布する地域である。中

国地方の火成源の鉱床の大部分はこの花嵩端類に関連して形成されたと考えられている。

著者は数年来主として中国地方の火成活動と鉱床の生成に関して研究中であるが，そめ二

部として，花嵩岩類中に賦存する代表的鉱床たるタングステン及びモリブデン鉱床及びそ

れらと花崩端類の関1系にについて概述する。

　盟　中国地方の花商岩

　従来中国地方の花嵩岩についての岩石学的，地質学的の研究は，局地的の細かい研究を

除くと全般的には著しく不足しており・従つてこの地方は地質学的に一つの室白地をなし．

ているのうらみがある。従来の部分的の研究によると，この花崩岩は，著しく不均質のも

のであつて，そのうちには花嵩閃緑岩乃至花嵩岩質の種々の端体が包括されており，それ

らの貫入時期も一定していない。領家型及塔島響花嵩岩とし一1’記載されているものは斉こ

の花嵩岩の一部をなすものである。

　偵家型花嵩岩は中央構造線に接してその内帯に広く発達し，中国地方では孚島の南縁よ

り島興部にわたつて分布する。その地質時代は三豊乃至白璽初期とされ，そのうちには新

旧二期の貫入にかかる花嵩閃維岩がしられている。

　広島型花嵩岩は領家花嵩岩の北に接し・おもに広島県の甫傘より岡山県9南縁にわたつ

　ee広島大学理学都地学教室研究業績第30号
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て分傘する黒雲母花縄署を主とする岩石で，その貫入時期は白璽紀末乃至第三紀初期とさ

れている。比較的均質で，多くは肉色長石を含み，ときとして晶洞に富んでいる。広島型

花崩岩の分布の南縁は領家花嵩碧にょって割されているが，その北縁の限界は明らかにさ

れていないO

　IV　山陰型花醐岩匹と廣島型柁醐岩塵

　著者は主として鉱床学的立場より領家以北に分布する花嵩岩類を大きく二つに区分する

ことを試みナこ。この二区域はそれぞれ一の小鉱床区を形成する。

　一つは主として山陰地方に分布するものであり，これを山陰型花嵩暑区と称し，他は主

として山陽地方に分布するもので，これを広島型花嵩岩区と称することにする。この爾区

の区分は大まかなものであつて，詳細な境界はこれを明らかにするに至つていない。現階

段ではこの境界は東より岡山県の北縁を西走し，広島県の北東部を過り，広島島渓の県境・

附近をすぎ，爵して島根県の南部をすぎるものとしている。

　lk陰型花嵩岩区の花嵩岩類岩石は著しく・多様であつて，閃繰岩質から優自花崩岩質に至

る種々の暑種を含んでいる。この岩石の多様性の一部は混成現象に起因するもののようで

あるが，器石学的研究はあまう進んでいない。しかし聰体的にみると黒雲母花嵩岩が主要

部を構成している。山陰型花崩暑の貫入時期に関しての研究は甚だ不十分である。大東付

近の研究では数種の花崩岩質岩石が相前後して数回に亘つて貫入したことがしられている

が総体的に見るとその貫入期は比較的短期間であり，広島花簡岩にややおくれて，おもに

第三紀初期であることが推察されてy’・　60

　山陰型花嵩碧はそのうちに多種かつ多数の鉱宋を食蔵するので薯しい。これらの鉱床は

W・Mo・Fe・As・Au・Cu・Pb・Zn・糸目雲母・黄鉄鉱等の鉱床である。これらのうち最

も特質的な鉱宋はMo及絹雲母の鉱来である。As，　Au，　Cu，　Pb，　Znの鉱床が母砦に絹

雲母化作用を俘なうことの多いのもまた特質の一に数えられる。山陰地方に広く分布する

砂鉄の大部分はその源を花崩岩の造岩鉱物たる磁鉄鉱に受けている。かかる磁鉄鉱を含む

花商岩は，乏しい研究の範囲内ではおもに閃雲花嵩暑であり，そのうちには著しい有用鉱

物の鉱床を胚胎していない。この花嵩暑はそのうちに有用鉱物の鉱床をほとんど含まない

点において他の花崩岩に対して特異の対照を示す。

広島型軸糎曙石は騨勺繍であ誓乳黒雲母横岩がその主麟を融してし1

る。区域の南孚に分布するものは従来広島花閥岩といわれているものである6北牟めもあに

は標式的の広島花商岩の特質を具備しないものもあるが，岩質上広島花嵩署に近似すると

思われるものも少くないので，山陰型花嵐岩の南縁までを一応広島型花嵩岩区とした。しか

　※　山陰型花簡岩区の花尚岩類岩石を以下単に山陰型花尚岩ということがある。同様の意鎌で広

　　島型花簡岩と書う言葉も使用寸るo
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しこの境界は前述の通り明確にきめられたものではない。

　本砦区の花箇踏中には，W，　Mo，　Cu，　Pb　Zn，黄鉄鉱　螢石，珪石，長石等の鉱床が

賦存する。Cu，　Pb，　Zn，黄鉄鉱の鉱床はおもに花嵩岩の周縁部に賦存する小規模の中深

成鉱脹，まれに交代鉱床であち，著しい母岩の絹雲母化は知られていない。珪石及長石の

鉱床はペグマタイトに産し，そのうちには大鉱床が少くなく，螢石，W，　Mo，鉱床とと

もに本花嵩岩の特質的鉱床をなしている。W，　Mo，鉱床はその型式において山陰型花闘

砦中のものと著しい対照を示している。

　V　山陰型花闘岩厘のIitSgo及びw鉱床概論

　山陰型花嵩岩中のMo鉱床はその数が違だ多く，そのうちには大東，清久，山佐のごとき

本邦屈指の大鉱床がある。大東，清久，山佐のごとき大鉱床は山陰花嵩岩区の中心部に位置

し，いすれも傾斜の甚だゆるい含輝7k鉛鉱石英脈であって，鉱賑中に錫石，黄玉等の気成脈

石及び鉄マンガン重石，灰重石を含ます，かつその母岩のグライぜン化を伴なつていない。

輝フk鉛鉱は鉱脹中に上ヒ較的均質に分散し，かつその結晶は細粒で土状を呈する場合が少く

ない。これらの大鉱床の周囲，すなわち山陰花嵩岩区の中心を離れて花嵩岩の周縁に分布

する諸鉱宋は，多くは含輝フk鉛鉱石英脹であるが，いすれも比較的小規模で・そのうちには

鉱脹が急傾斜を示し，輝7k鉛鉱が細粒土状を示さないで，石英中に不均質に分布し，いわ

ゆるボヶットをなすものも少くない。なかには鉄マンガン重石を随俘するものもある。関

金鉱山の鉱床はやや異例に属し，鉱床は正規の石英脹ではない。

　Vl　山陰型花醐岩匠のMo及びW鉱床各論

　A　大東，清久及付近の鉱床

　　（1）大東鉱山の鉱床

　大東鉱山は島根県大原郡大東町にあつて，その主要鉱床は木次線大東駅の南方直線に約

4kmに位置している。鉱床は花嵩岩（おもに混威岩）を切る石英脈であつて，主要鉱床は唯

1脈よりなる。鉱脈の品位は混成岩を切る部分においては千均しているが，混成岩をはすれ

ると一一般に「兄位低下し，閃雲花嵩岩中において著しく低品位となる。鉱脈の走向一般にN

15°～30°E・傾斜NW15°～20°である。鉱脹の厚さは千均30cmで比較的膨縮が少い。鉱脹

と母岩との境は比較的明であつて著しい母岩の変質は認められない。鉱脹はしばしば落差

の小さい断層で切られている。断層には種々の方向のものがあるが走向（1）北々西，（2）東北

劇3）北東の3方向をとるものが多い。（1）は一般に東側落下の正断層である。主要鉱床のほ

ぼ中央部を走る本系統の2断層・は，ともに2～3mの落差をもつて鉱床を階段状に東側に落

下させているo．（2）は一般に逆断暦で・主婁鉱床の東部に著しいものが2条ある。落差0．5m
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及び2．5mをもつてそれぞれ宿及び北方へ衝き上げている♂3）は一股1こ急旗遵δ断層で，

その著しいものは鉱床の東縁を割している。この断暦の落差は警しく大きく，断層の東外

側には鉱床が確認されていないばかりでなく，地表における岩石の分布にもかなりの影響

を与えているもののようである・鉱宋の束縁がこの断厨によつて割される部分をみると・
サP

鉱床が断暦にょつて切断されているのではなくて，鉱末は断層に近接すると；急激に尖滅し

ているo

　鉱脈は，おもに石英よりなり，輝7k鉛鉱を含み，比校約少量の黄鉄鉱，氷長石を俘なつ

ている。輝水踏鉱は脹の爾盤に早行に縞状をなして分奮することが多いが，脹の港向及護

斜の方向へは比較的均等に分布し，輝フk鐙鉱の含有率3％内外を示している。輝フk踏鉱は

甚だ細かい鱗片状依をなし，外観土状の集含体を示すことが多いが，ま沁爾晶阻大な場含

もある。粗大な結鹸は肉眼で鱗片状をなし，鱗片の径数mmに達するo盤轡の変質は一一投

に微弱であるo

　鉱脈を切つて燈斑岩，方解石脹，石英脈がある。探鉱のためにユ号，2号，3号，砦宮，

出神等の坑道が設けられて，鉱総に沿つて，礎向に約3◎Om，傾隷こ約抱Om掘進している。

　大東鉱山にはなお本鉱宋のほかに，その東方ほぼL5km以内の地域に多数の鉱床露頭が

しられている。檜口谷，火の谷，寺谷，中谷，神谷，山神谷，上ノ木谷，石周，大刷等の

鉱床がこれであるQこれらの鉱宋はいすれも花謁暑中の石英蟹で，阪副◎v3第嬬礎向は

一定していないが，いずれも緩傾科で5°～20つのものが多い。探鉱不十分でその連続性は

確認されてい録い。これらの鉱床は，その規膜は不明であるが，鉱宋の性質は一般に主要

鉱床と類似している点が多いQ大東鉱山は現在本邦最大のMg鉱の産地をなしている。

　　（2）清久鉱山の鉱床

　清久鉱山は島根県大原郡大東町にある。木次線大束駅の南東直線に約5knに浩久：LI

（565．4m）がある◎主要鉱宋は清久寅の北湊沖撫こ位置し，おもに優白質の花嵩岩（牟花嵩

岩質）を切るユ条の含輝フk鉛鉱石英脈である。鉱脈の走向一股にN50°W～EW，傾斜一般

にSユ5°～25°で，鉱脹の厚さ普通約30cmであるQ分布のほぼ中央においτほぼ東西走し

北鯉にほぼ6◎噸欝する逆断層によつて断たれている。逆断層の北遡部の鉱宋は摘桑坑及

び大延坑によつておもに探掘されている。この部分の鉱床の拡がりは束酉にほぼ150m・甫

北にほぼ70niであつて，鉱床の西，北凍の3縁はほぼ地表1：達し，南縁は逆断層に斌

れている○逆断層の南繕部の鉱床はおもに尻及び藪淵坑道によつて探掘されている3鉱宋

の酉縁はほぼ地表に達するが，東及び南縁は次第に尖滅の状態を示し，北縁は前記の逆断

層によつて切られている。露頭線（鉱末の繭縁）の長さ約200mに及び，露頭より東方

尖鍼部に至る鉱宋の走向延長約7◎職こ及ぶ○坑道内にはほぼ鉱末に沿つて乙れと並渚し・

ところによつてはこれを横断するもの，及び前記逆断暦に俘なう破砕帯に貫入でる多数の
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煙斑岩岩賑がみられる。鉱脹の性質，母岩の変化は前記大東の鉱床の場合とほぼ同様であ

るが・鉱脹の黄鉄鉱の含有率がやや高い部分が多い。清久鉱山には本鉱床のほかになお多

難の鉱床が知られているが・一般に探査不十分である。

　　（3）　東山鉱山の鉱床

　東山鉱山の主要鉱床は清久山の北方直線に約1kmにある。鉱床は牟花嵩岩中の含輝7k

鉛鉱石英脹である。その走向N30°E，傾斜E20°，鉱脹の厚さ20cmである。1951年の調査

当時は第10号坑によつて探掘中であつたが，開坑後日浅く，鉱床は走向に約40m，傾斜に

約15m探査されているにすぎなかつた。鉱宋の一部にはこれとほぼ千走する煙斑岩岩脈が

ある。諸岩脹は所々に鉱床を横断するが，坑内の一ケ所においては鉱弧が岩脹を貫いてい

るb鉱脹の性質及び母岩の変質は大東及び清久鉱山の場合と類似している。

　　（4）神谷鉱山の鉱床

　本鉱山は島限県大原郡大東町にある。主要鉱ヲドは大東駅の東有東直蕨に約4kmにあつ

て，大東鉱山の北東直線に約3kmの地に当つている。鉱床は安山岩岩流に被覆せられる’

鷺母花齢中にある・本鎌揃言己煉激・東山の蹴と椀形態螺1・し，獅向

に走る花嵩岩中の節理及断暦面に沿つて発達した含輝フk鉛鉱石英脹の＊田脹群よりなる。鉱

脹の胚胎する節理の走向はおもに東西，南北，北西，北東で，傾斜は一般にゆるく，コ0。～30。

である。鉱脈は届狭く厚さ一般にユ～2cm以下で走向及び傾斜への連続性が乏しい，ま

tこ一一節理より他節理へ分岐することがふつうである。鉱床賦存部を横切り走向NSO・E，傾

斜NSO°Wの著しい断層がある。鉱脈は本断暦によつて切断されることなく，断層面に沿

っても節理の場合と同様に鉱脈が賦存し，同一鉱脈が節理面より断層面へ連続賦存するこ

とも少くない。鉱脈は石英脹であるが，一般に石英をはじめとしてその他の随件鉱物は比較

的少く，盤肌に粘土を俘なうことが多い。本鉱床は断層に接する擾乱帯に形成されたもの

のごとく・またその断暦は大東鉱山の南東端を割する大断層の走向延長上に位置している。

　　（5）佐世，掛合，及び大佐鉱山の鉱床

　大東鉱山の南四直線に約1300m，4≧花嵩岩中に佐世鉱1」の鉱床があり，さらにその甫酉

約ユ7km掛合町に掛合及び大佐鉱山の鉱床がある。佐世鉱山の鉱床は坑内埋没のため鉱床

の状態不明である。掛合及び大佐の鉱床については原口九萬の調査がある。それによると

、
掛合鉱山の鉱床は中粒白雲母花歯岩の風化部に，白色粘土，石英に混じて小鱗片状の輝7k鉛

鉱を散点するものであり，塊状の黄鉄鉱を俘なつている。大佐鉱山の鉱床は石英粗面岩中

の石英脈で・輝7k鉛鉱及び黄鉄鉱を伴なう。鉱脹は数条あつて，その走向はN70・E，傾

斜S80°で樋おしに30m掘進されている。脈幅ユ5～20cmでめる。
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　B　山佐鉱山及び付近の鉱床

　　⑥・山佐鉱山の鉱床

　IIS佐鉱山は島根県能蓑郡山佐村上山佐にある。島根鉄道広瀬駅の南西直線に約10kmに

当つており，まナこ木次線大東駅よりは東方直線に約13．5kmに当つている。鉱床は有色鉱

物の此較的少い中粒の黒雲母花嵩岩中に賦存する石英脈である。鉱床は挙地に賦存してい

るので露頭が少く，坑道も7k没していて観察に不便である。地表のわずかの観察では鉱床

は走向ほぼN30°W，傾斜W20°，眠彊40cm，鉱脈と母岩との境界は比較的明らかで，母

岩の変質は著しくない。輝水鉛鉱は細粒土状を呈し，石英脈に縞状をなして介在し，その一

部は黄色のフk鉛華に変質している。随俘鉱物としで少量の黄鉄鉱がみられる。鉱山にある

古い記録によると，鉱床の走向N30°W，傾SYWI　5°～20°，脹幅ユ0～200cm，不均60cm，

脈石はおもに石英よりなり，ときとして中石を挾み，また網状をなすことがある。輝7k鉛

鉱は脈石中に鉱染状に入ること，富鉱が塊まりをなして入ること，また盤圓に集中すること

があつて，品位も一一定しなu’・。しかし粗鉱品位はzr一均してMoS22～4％で，比較的zr均

している。輝フk鉛鉱のほかには微’￥の黄鉄鉱があるのみで，他の鉱物は石英以外にはほと　’

んど存在しない。鉱床の富鉱部は濃向に約80m，傾斜に約200m連続しているが，南西部

では鉱石の品位が次第に低下する。走向ほぼ東西で，北傾斜の多数の断層で切られる。断

層中大きいものが2ある。いすれも正断層であつて，水zrに約100m隔てて並走している。

南側の断層（落差約20m）以北の鉱床の大部分は探掘ずみであるが，断層以南の鉱床は未探

掘であるが・その部分の鉱床は既述のごとく干均品位が低下しているという。本鉱床はか

って本邦で最大のMo鉱の産出地をなした。

　（7）その他の鉱床

　山佐鉱山の付近には花嵩岩中に多数のMo鉱床が賦存する。いすれも含輝フk鉛鉱石英脈

である。山佐村高木，小屋谷，荒神谷，兎谷，毛無峠，新田，布部村大原，西ノ谷等の鉱

床がそれであるo

　高木の鉱床は山佐の鉱床の西方直線に約2kmに位置する。鉱脈の走向ほぼ東西，傾斜

南へ15°，脈届20cm，鉱脈は主として堅緻の石英よりなり，盤付に灰色微粒土状の輝フk鉛

鉱を含む。石英，輝フk鉛鉱のほかに随俘鉱物が見当らない。鉱脈に沿う母岩は著しく珪化

されている。

　小屋谷の鉱宋は高木鉱床の甫方約500mに位置している。鉱脈の走向N40°E，傾斜Nユ0°

・v30°，朕冨Fr均20cm。鉱脹はおもに石英よりなり土状乃至鱗片状の輝7k鉛鉱及び黄鉄

鉱をまじえている。盤の珪化が著しい。

　なお付近にある荒神谷の鉱脹は走向NSO°W，傾斜S30°，朕幅20cm。兎谷の鉱床は走向

NS，傾科　E30°，脈癌20Clnである。
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　〈8＞広瀬の鉱床

　島根県能義郡広瀬町駅前揖屋谷の鉱床は花嵐岩中を走り，礎向N65°E，傾斜N50°，厚

さ30～40c．mの白色堅緻の石英脹で微量の輝7k鉛鉱を含む。

　C　関金鉱山及高城鉱山の鉱床

　　⑨　関金鉱山の鉱床

　関金鉱山の鉱床は鳥取県東伯郡矢送村にある。山陰本線上井駅より分岐する倉吉線の絡

点たる関金駅め南西直線に約5Kmに当る。鉱床は黒雲母花繭岩中に介在し，隔約40mで東

画に延長する細粒の黒雲母花腐岩帯中に賦存する◎細粒花尚碧を切って東朗及び南北に延

びた坑道が設けられている。東酋の坑道の長さ約ぼ40m，南北の長さ約3◎mである。坑道

IXIiの花嵩岩は甫北の雇約20mのあいだ一般にダライゼン化し，おもに石英，白雲母，黄鉄

鉱，淡紘色長石よりなり全体として淡線色の耕石となるoグライぜン中に所々に維色維泥

石，白雲母，石英及び黄鉄鉱に富み，濃紘色を呈する部分がある。その形は不規則レンズ状

で，その分布もまた不規則である。輝水鉛鉱はおもにこの濃織色部に鱗片状の粗粒結晶とし

て散点する。まずこ濃維色部には往々塊状の鉄一・ンガン重石が不規期レンズ状塊として存在

し，大きいものはレンズの短餐20cm，長径30～40cmに達する。ときとして岩石の粒度が

粗大となりペグマタイト状を呈し，そのうちに輝フk鉛鉱及び鉄マンガン重石をまじえる部

分があるQ鉱床の東縁露頭部ではグライゼン化しない細粒黒雲母花岩中に鉄マンガン重石

及び灰重石の粒状の小結晶を多量にまじえ，タングステンの含有率の著しく高い部分があ

る。かかる部分は外観岩漿期にできずこ花嵩岩中の磁鉄鉱々床のある鉱石に類似している。

　⑩　高城鉱山の鉱床

　本鉱床は鳥取県東伯郡北谷村にある。倉吉町の鱈方直線に約7kmに当り，高城山（海

抜約200m）．の東側に位置する。鉱床は大山（1712．9m）を形成する熔岩流の下底をなす

黒雲母花嵩岩申に賦存する石英脈である。鉱脈の港向NS～N300E，傾exE40°～50％露

頭をなす石英転石は延長60脚のあいだに散点するが，坑道によつて鉱蟹の確認されナこ部分

の鉱脹延長約8Qm，そのll副0～40cmである。鉱脹と母岩との境は比較的明らかであるが，

母岩は鉱脹付近で著しく粘土化することがある。母岩が安山岩である場合に粘土化がとく

に著しい。鉱瓜はおもに花嵩岩中に賦存するが，坑道の奥部では安山岩々脹を切つてそのう

ちに賦存するQ鉱脹はおもに白色堅緻の石英よりなり，鱗片状の輝水鉛鉱及少量の黄鉄鉱

を混えている。輝フk鉛鉱は鉱脹中に不規則に散点することもあるが，ふつうには細かい縞

状をなし片盤付に濃縮するo

　D　その他の鉱床

　山陰花嶺岩に賦存するMo鉱中，上記以外でやや著しいものは小馬木と三瓶の鉱床であ

る。これらについて原口九萬及び松本隆一・一’の調査を基として略述する。
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　（1D　小馬木鉱山の鉱床（原口九萬にょる）

　本鉱床は島根果仁多郡馬木村小馬木木屋谷にある。木亥線横田駅の西方約16kmに当る・

鉱床は黒雲母花嵩岩中の円筒状の鉱床である。なお付近には円筒状のペグマタイトにWを

含む鉱床2～3かあるという。

　⑫三瓶鉱山の鉱床（松本隆一による）

　本鉱床は島根県邑智郡粕淵町にある。鉱床は閃雲花嵩岩中の石英脈である。鉱脹付近の

母岩は珪化，陶土化し，まナ：黄鉄鉱を広く鉱染している。鉱脹の走向NW～SE，傾斜W30°

～60°，脹隔20～150cm，輝フk鉛鉱は鉱肱中に0．1～2cmの幅をなして存在する。鉱脈は相

干行して数条あつてその2r均品位MoS2約1％，輝7k鉛鉱鉱脈を切って黄鉄鉱鉱脹がある。

　E山陰型花嵩岩区のW鉱床

　山陰型花嵩岩中には著しいW鉱床は知られていない。Wの存在の知られているものは関

金，小馬木，志方ケ原の鉱床である。いすれも輝フk鉛鉱に件ない，山陰花崩岩区の南縁に位

置する。志方ケ原以外の鉱床についてはすでにMo鉱床の各論中にこれをのべた。

志方源鎌（松構一の調奔による）昏ま島根雑翻都鮒志方ケ原にある・鉱床は

花齢中のペグマタイトに件なう石英朕である・ペグマタイトの走剛50°～60？耳・傾斜S

48°。石英脹はペグマタイトの爾盤付近に不連続に点綴する，そのIMIO～20cmで，鉄マン

ガン重石及びまれに輝フk鉛鉱を件1なう。

V『広房型花嵩岩厘のW及びMo鑛床概論

　広島型花嵩端区におけるW鉱床の分布の有様をみると，その東部である岡山県ではおも

にその南縁のせまい地域を占め，広島県では県の南牟やや福広い地域を占め，その西方の

一
部は北P［1にのびて島根県の南西縁に及び，一部は南西にのびて山口県の南縁に及んでい

る。岡山県の大部分，広島県の北牟部，島根県の中央西部の地域にはW及びMoの著しい

鉱床が存在しないで一つの室白地をなしている。

　W鉱床はおもに花崩岩中に存在するが，花嵩岩分布の中央には存在しないで分布の縁辺

部おもに古生層または石英斑岩に近接して産する。比較的まれに花嵩岩に近接する古生層

または石英斑岩中に賦存する。

　鉱床はつねに石英脹であり，鉱石鉱物は鉄マンガン重石である。随件鉱物は黄鉄鉱，黄

銅鉱，斑鯛鉱，硫砒鉄鉱，閃亜鉛鉱，輝フk鉛鉱を主とし，その量は多くないのがふつうであ

る。比較的まれに方鉛鉱，輝鉄鉱，錫石を伴なう。脈石鉱物としては黄玉，螢石，ヵリ長石，白

雪母がしばしば存在し，比較的まれに葉片状方解石，氷長石s柘榴石がみられる。錫石，輝

フk鉛鉱は一般に鉱宋の深部に産することが多い。すなわち鉱床の深部において石英中にお

ける鉄マンガン重石の含有率が次第に低下し，鉄マンガン重石に代つて錫石まアこは輝7k鉛
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鉱が出現する融が多い．ヵ’リ長石もまナ、鉱床の深蔀に多い傾向があり，ヵリ長石を多量

に含む場合にはペグマタイトに移化する。

　鉱脈は一般に急傾斜を示し，盤碧に著しいグライゼン化ま7こは珪化・ときとしては黄玉

化を俘なうのが普通である。

　鉱脈は爾盤との境が」：L較的明瞭な，干面状の壇を有する板状鉱床をなすのがふつうであ

るが，盤との境が屈曲し，また鉱脹が膨縮断続し，脹勢不規則のものもある。一一般に古生層中

の鉱脈はその形規則的であり，花嵐岩中の鉱床では深部の鉱床に形状不規則のものが多い。

　本区域内には鉱臓の数は甚だ多いが，一つの鉱脹で大鉱床をなすものは知られていない。

鉱脹の規模一般に小さく，臓雇は普通1m以下，延長も300m以内である。鉱脈中における鉄

マンガン重石の含有率は一般に低く鉱脈の全下均1％以下の場合が多く，鉱脹中のWの分

布は一般に不均質で，いわゆるボケツトをなすことが多い。含有率の不均質性は花嵩岩中

の鉱床の深部においてとくに著しい。

　古生層中の鉱床は花嵩岩中の鉱床に比して干均的に形の規則性，連続性・W含有率の均

質性において花嵩岩中の鉱床にまさるもののようである。本地方にW鉱床の大鉱床の欠如

するのは古生層中の鉱床に乏しいことに起因するとも考えられる。

　Mo鉱床もまた花嵩岩中の石英脹である。　W鉱床に比してその数甚だ少く，著しい鉱床

．もない。W鉱床に伴なつて一澱にその深部に輝フk鉛鉱を産することがあるが・その量は甚

だ少い。

　灰重石を主として鉱石鉱物とするW鉱床は高熱交代鉱床（接腿鉱床法ナこは鉱脹として花

嵩岩分布の外倶‘に産し，おもに山口県に分布する。多数の鉱床が知られているが・玖珂・生

高・藤の谷はその代表的のものである。これらの鉱床の生成は一般に広島花嵩岩と関連ある

とされているが，花嵩岩中に産出しないのでこの論文ではふれない。．玖珂及び生高の鉱床

については柏木日出治の研究があり別丈に記載される。

　皿　広島型花嵩岩区のw及びMo鉱床名論

　A広島型花嵩岩中のW鉱床

　（1）　岡山鉱山の鉱床

　岡山鉱山は岡山県都窪郡庄村にある。山陽本線中庄駅の北方直線に約3kmに当り，仕手倉

山（224rn）の南働こある。鉱床は黒雲母花嵩岩中の石英脹である。花嵩岩中には走向NNW

で急斜する石英脹が多数あるが，一般に不毛である。花嵩岩中に往々同化の著しく進んだ捕

獲岩があり，そのうちに紅柱石を含むことがある。また花炭端中にはこれを貫いて閃線砦岩

株，珪長岩岩脹がある。花嵩岩は本地方に広く分布する黒雲母花高岩の一部に属するが，仕

手倉山付近，すなわち鉱床の分布する部分において外観やや淡色である。この部分と周囲の

黒雲毎花嵩岩との境界は明らかでなく漸移的である。この花嵩署の淡色部を貫いて多数の



70 木　野　’崎　吉　郊

石英肱があるが，毎の5ちWを含み宙鉱床をなすものは仕手倉山の南鰯に数条短られてい

る。これらの鉱尿は酉方より，ゴL樋，東雲，若宮の3坑道でおもに探掘されている。各坑道

はいすれも相イt行する2脹以上を探掘している。坑道の延長は西樋50m，策雲120m，若

宮40mである。坑内にみられる鉱宋は一般に走向NNWで，傾科W70’～80’である。脈

幅はふっう1～10cm稀に6◎c搬に達する。鉱脹の爾盤は一澱にグライぜン化が著しく，そ

の厚さは往々4m以上に達する。グライゼンは石英を主とする堅硬の岩石をつくり，往々

右英脹とあやまられる。鉱脈はほとんざ純粋の石英のみよりなり，少量の鉄マンガン重石

は鉱脈中に不規則に分布し，いわゆるボヶツト状をなしている。東雲坑の鉱脹の下部には

少量の輝フk鉛鉱及び錫石を含む。なお随俘鉱物は黄鉄鉱・螢石である。

　本鉱山には上記のように多数の石英脈があり，その走向は一般にNNWであるが，この

うちWを含む部分は仕手倉寅の南鯉を過ぎ，走向NW－SEの一線上にならメミ。しかるに

他方本地方には岡山欽」」のほかに多数の類似のW鉱床があり，これらは奄体として北東方

向にならんでいるcr

　（2＞淺原の鉱床

　前記蜀出鉱出の南β稜に当り，フk別，浅原方面には多数のW鉱床がある。いすれも黒雲母

花醐岩中に胚胎する石英脹で，その走向は一般にNNW，傾斜は直立に近い。この中浅原

にある一鉱床は，舌生暦に近接する花嵩岩中に産し，水千断面レンズ状のパイプ状の落し

をなしている。その走向斑◎）W，傾斜ほぼ直立，傾餅角5◎Qをもつて北方に落し，鉱宋の

厚さ60cm，走陶への長さ2mあつて，鉱床の周縁にはグラ4ゼンを俘なつている。鉱床は

石英を脈石とし，多量の方鉛鉱，閃亜鉛鉱，黄銅鉱，鉄マンガン重石を含んでいる。鉄マ

ンガン重石の含有峯は著しく高く，それは板状の大結晶をなして黄鋼鉱中に介在し，とき

として放射状の美しい集合体をなしている。

13）阿宇鉱山の鉱床

　本鉱床は広島県芦晶郡阿字付にあつて，府中町の北酉直線に約7kmに当つている。鉱

床は古生暦に近接して花嵩茅沖に賦存する。石英脈乃至ペグマタイト脈であつて，鉱朕に接

する母岩はグライゼン化されている。花嵩岩は黒雲母花嵩畳に属し，鉱宋に近接する部分は

やや細位である。鉱脈は数条あるが，いすれも小規模であり，その走向は一般にNE，傾餅N

W4◎3～70°である◎2号尻の鉱末ぱ脹畠3～4c盤の鈴肝行する3本の鉱眠よりなるQその走向

N鶏傾轡NW55つ，延長2至n，鉱蟹ぱ主1こ白色百英よりなう・珠ンマガン重葺と微董の醸衣

鉛鉱を含んでいる◎3号坑及び1号抗の鉱末ま鉱弧が膨鱗，屈曲し，鉄マンガン重召のほう・に

やや多量の輝フk船を含んでいる。1号坑対岸の鉱末ぱ，その形態さらに不規則であり，部分

によりペグマタイト質である。鉄㌣ンガン重百及び組紘の輝水冷鉱を含んでいる。一・投1二

本鉱七の鉱脈のW品位は著しく不均質で，Wはいわゆるボケツトをなしで含まれている。
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　　2号坑卵トの鉱床は，鉱脹の不規則性及びW含有率の不均一性が著しく，鉱床全体とし

　て（ρ品位も低い・乙れはこの付近のW鉱床の下底尖滅に近い部分に相当するものと思われ

　るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　（4）瀬戸紹鉱山の鉱廉

　　本鉱床は広島県豊圧都瀬戸田町にあつて生簿島の北鰯に位置している。三原市の南方直

　線に約10km，また尾道市の爾西直線に約15kmに当つている。鉱床付近の地質はおもに

　古生暦とこれに貫入接騰する黒雲母花嵩暑とよりなる。花闘岩には2種類あつて，古生層

　に近接するものは細粒である。鉱床は花嵐岩中に賦存する含鉄マンガン重石石英脈であり・

　ところによつては微斜長石を含み，ペグvタイト質である。鉱臓はおもに細粒花露岩中に

　賦存し・小部分が黒雲母花炭端中にある。鉱肱に俘なつて往々ペグマタイトが発達し・そ

れは鉱旗に切られている。鉱脹は相手行してすこぶる多数賦存し，その走向は一般にN70°

E・傾斜N60°であるe多数の鉱脹中，現在探掘中のものはその数が少く，他の多くは未探

掘である・現在採掘中のものは細粒花巌痢中の数条の鉱賑で，そのうち著しいものは2条

である。該鉱嚴の坑内で観察される部分は豚幅1◎～3◎cm，走向への延長約300m傾斜へ

の延長約100mである。一敵に鉱脚ま珪較的規期的な叛状を量し，母署との境界は挙面で明

瞭な場合が多い。盤岩は一般に著しくグライゼン化し，ときとしては黄王化している。鉱

贋はおもに石英よりなり，随俘する鉱物は鉄vンガン重石のほかに少量の黄鉄鉱，ヵリ長

石・黄玉・スピネル等である。鉱床の東部においてやや，多量の黄鉄鉱および斑銅鉱をふく

む部分がある。鉱阪中のWの含有率は細部では不均質でいわゆるボケツト状をなすが，全

般的には含有率やや峯均し，遅較的高含有率を示している。本鉱床は現在中国地方の最大

のW産出地をなしている。

　（5）太野鉱山の鉱床

　大野鉱山は広島県佐伯郷大野村別府にある。山陽本線宮島口駅の閥方直線に約3kmに当

つている・鉱床は標式的の広島花嵩砦を貫く石英脹で，その走向N60・W，傾PtN　350～

・450・脹隔20cmであつて，盤岩はグライぜン化している。鉱賑は多種の鉱物を絆なつてい

る○おもなるものは鉄マンガン重石のほかに，黄銅鉱，硫砒鉄鉱，黄鉄鉱，隷泥石，少量

の方鉛鉱・輝フk鉛鉱鏡鉄鉱，葉片状方解石，螢石，氷長石等である。

　（6）　向峠鉱illの鉱床

　本鉱床は山口県玖珂郡筒根村向峠にある。鉱床は島根，広島，山i：；の3県の県境に近く

位置し・端国市の北西直線に約35kmに当つている。鉱床は小五郎山（コ161，7rrl）の南側

向峠部落の北方・海抜約700mにある○古生暦ホルンフエルスとこれに貫入する黒雲母花嵩

岩の接鰐部に接し・花嵩岩中に賦存する。鉱床は不規期贋状の石英蟹で膨総断続著しく往

々ペグマ郊ト1こ移化する。鉱石鉱物よ鉄マンガン重石で，鋤中にボヶツト状をなして
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賦存し，蔀分的にはWの含有率が著しく高い。随俘鉱物は白雪母，長石で，鉄マンガン重

石は地表附近で変質して一部重石華をつくつている。　　’　　　　・　　　　　　一’

　（7）眞砂鉱山の鉱床

　本鉱宋は島根県美濃郡眞砂村にある。益田市の東南東直線に約9kmに当つている。鉱

床は古生暦に實入した黒雲母花嵩岩岩株て露出部の東pqの程約6km，南北約5km）中に

賦存する右英脈である。鉱脈の走向は一般にNlO°E，傾科70°～80°Wである。鉱脚ま相

三r一行して多数存在するが；東巨Piの届約50m南北約ユOOm程の地域内にとくに濃縮集合し，

この地域内に本坑，眞砂坑，°1坑，2坑，3坑，4坑，・5坑，6坑，山本坑等が開坑されてい

る。鉱脈6数が数十条あつて，太いものは脈隔60cm（ユ条）に達するが，そのほかはこれよ

り細く，30cm以上2条，20crri以上数条，’その他1～10cmのもの多数がある。盤岩は部分

的にグライゼン化している。鉄マンガン重石は二般に鉱脈の盤付に多く，ときとしてはグ

ラi・…rン邨融在する・．Wg舗率は二般砒較的低く・太い徽よりかえつて細い鉱

広に含有asが高い傾向があると思われる。しかし細い鉱脈は連続性を欠く。太い鉱賑中1：．

は輝フk鉛鉱を混するものがある。その他の随俘鉱物は螢石，黄銅鉱，黄鉄鉱・白雪母等で

あるが，その量は一般に少い。

　（8）t一城山の鉱床

1本鉱床は島根県美濃郡眞砂村城山（458m）にある。益田市の南東約7kmに当つている・

本鉱床は黒雲母花嵩岩中のペグマタイト鉱床であつて，ペグマタイト鉱床としては本邦最

大め鉱床といわれている。ペグマタイトはおもに長石と石英よりなるが，そのうちに主と

して硫砒鉄鉱よりなり，錫石，白雲母及び鉄マンガン重石を俘なう細脹がある・

　B広島麺花嵩岩に近接する古生暦又は石英斑岩中に賦存する鉄丁ンガン重石鉱床

　（9）市ノ畑の鉱床

　本鉱床は広島県加茂郡郷田村市ノ畑にあつて・山陽本線西条駅の南［・t［1直線に約10kmに当

っている。鉱床は石英斑岩中に賦存する石英脹である。その走向NSO°W，傾斜SW70°，

脈届30cm。鉱脈の拡がりは走向へ200rn，傾斜へ60m。鉱脹の爾盤は上下ほぼ50cmすつ

グライぜン化している。石英脈には鉄マンガン重石の含有率比較内高く・とくに鉱脈の上

部，爾盤近が高品位である。鉱脈は下部に向つてWの含有率次第に低下し，その下底部は

ほとんご不毛の石英中に粗粒鱗片状の輝フk鉛鉱を散点する。石英に混じて往々菱形柱状白

の色黄玉の結晶を多量に含む。その他の随俘鉱物はほとんざ見当らない。

　ao）小倉鉱山の鉱床‘

　本鉱床は広島県加茂郡原村にあつて，山陽本線八本松駅の南内直線に約3klnに当つてい

る。鉱床は曾場ケ城．－fl（607，4m）より南西走する山梁の東閲に位置し・石英斑岩中に賦存す

る。東北東に延びる一一線上に，西方より東に向つて銅，タングステン及び銅の3鉱床が点



中国地方の花尚岩とタングステン及びモaJブデン鉱床について（櫃報） 73

綴賦存する。タングステン鉱床は幅約1mのグライゼン帯中に石英の細脹を有するもので．

東北東に延び・延約長20mの間断続している。石英脹中に微量の鉄マンガン重石を含み，

ときとして黄玉の薄脈を俘なつている。

　qお　豊田鉱山の鉱床

　本鉱床は島根県美濃郡豊田村にあつて，益田市の南方，直線に約5kmに位置しているQ

鉱床は古生層の粘板岩質ホルンフエルス中にある石英脈である。鉱瓜の走向は一般にN10’

W・傾斜E60°である。互に約3mを隔てて相千行する二つの鉱脹群がある。各群とも幅

1～ユ5cmの鉱脹数条よりなる。一般に脈幅2cm以上のものに鉄マンガン重石の含有率高く，

とくに鉱脹の犯大部が高品位となる傾向がある。鉱脈は比較的規則正しく板状を呈し，鉱

脹と母岩との境は明らかである。鉱脹中にやや多量の硫砒鉄鉱を含有し，かつて砒鉱とし

て探掘された。鉄マンガヒ重石と硫砒鉄鉱とはたがいに相俘なつて増減する傾向のあるも

ののようである。なお螢石，錫石，閃亜鉛鉱，白雲母，黄玉を俘なう。黄玉は白色菱柱状

の大結晶として産する。鉱脹の延長80m以上に達している。

　⑫　井原及び経ケ丸鉱山の鉱床

　，本鉱床は岡山県井原市にあるρ非原駅の西方直線に約2．5kmに経ケ丸山（281コm）が

ある。該山は古生層に貫入した黒雲母花嵩岩の岩株よりなる。鉱床はおもに三ケ所に分布

する。（1）は経ケ丸山の北西，山頂より約500m，古谷にあつて古生層中に賦存するもの，

（2）は山ffの西方約15COm石谷にあつて，古生層中に賦存するもの，（3．）は経ケ丸山の南側に

あつて花嵩端中に賦存するものである。鉱床は一一般に走向ほぼ東西で急斜する石英肱で

ある。吉谷の鉱床が最も著しい。該鉱床はホルンフエルス中をよぎり，谷の爾鰯に現われ

ている。東剣のものは東に延び・峠を越えて山の東飼に達している。鉱床は相卒行する．

厚さ1～20cmの多数の石英脹よりなる。非原鉱山大切坑では，坑内に3～20cmの鉱脹4～6

条がみられる。坑道の樋押延長200mに達し，その酉4≧部の鉱脈がWの含有率高い。鉱脹は

爾盤の明らかな・規則性の板状を呈している。主として石英よりながる，鉄マンガン重石

のほかに少量の白雲母・黄鉄鉱，微量の螢石，黄銅鉱，輝フk鉛鉱を件なつている。

　C広島型花嵩岩中のMo鉱床

　a3）白鳥鉱山の鉱床

　本鉱床は広島県加茂郡西条町にあつて白鳥山の南西腹に位竃している。山陽本線西条駅

よりはその東約3・5kmに当つている。鉱床は黒雲母花嵩岩中の石英脹であつて，少量の輝

7k鉛鉱を含み，まれに黄銅鉱を俘なつている。鉱脈は厚さ約ヱmほぼ7栢～で，傾餌5°～15°

ゆるい波状を呈して摺曲する。

　鉱脈は略南北200m，東西100mの地域に拡がつている。母岩の著しい変質は認められない
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　（11）大林の鉱床

　本鉱床は広島県安イ／［：郡大林村1こあつて，可部線可部駅の北東直線に約6．5kmに当つて

いる。鉱宋は黒雲母花嵩岩中の不規則石英脹で，脹隔最大ユOcm，延長4rnで，比較的多量

の輝フk鉛鉱を含んでいる。鉱脹に沿つて母岩は多少珪化または高陵土化し，そのうちにも

鱗片状の輝フk鉛鉱が散点する。鉱脹は不規則であるが，ほぼ走向東西，傾斜甫へ10°であ

る。随俘鉱物は見当らない。

　㈲　南生口鉱！tlの鉱床

　本鉱床は広島県豊田瓢生口島甫生口村にある。鉱床は生口島の南側，古生暦に近接する

細粒黒雲母花闘岩中に賦存する石英脈である。鉱脈は東西約20m南北約120mの地域内に

密集して賦存し，脈il副0～30cmのもの10条を数えるが，鉱脹は一一般に断続して連続しな

い。鉱脹は一般に相zr行し，その走向ほぼNS，傾斜W50°，鉱脹と母岩の境は比較的明ら

かで母岩の変質は著しくない。輝フk鉛鉱は比較的粗粒鱗片状の結晶として石英賑中に散点

し・鉱脈のMoの品位は比較的高い。随俘鉱物として黄銅鉱，黄鉄鉱及び微董の柘榴石，

鉄マンガン重石があるo

　K　結　　　論

　山陰型花嵩岩区には気成脹百を俘なわない，比較的低温熱フk成または比較的浅成と考え

られるMo鉱床，同じく絹雲母鉱床が卓越している。　Mo鉱床にあつては標式的の低温鉱

床は岩区の中央部に産し，周辺に及3ミに従つて，その特質を具備しない鉱床を産し，署区

の最も外鯨こあるもめ，たとえば定ケ原の鉱床のごとき・は広島型花遠岩区維辺の鉱床と杢

く類似の性質を示している。このことは大きくみて山陰型花嵩岩の大部分，とくにその中

央部は花闘岩貫入体の冠部に相当することを示すと考える。

広島型花嵩岩区は，その甫閲においてW鉱床に富む。W鉱床は一般に気成脈石鉱物及び

気成作用に特有の母岩の変留作用を俘ない，気成乃至深熱成の鉱床に属している。これら

の鉱床はつねに花嵩岩分布の縁辺部，被貫入岩に近接して賦存する。W鉱床よりやや花嵩

岩休の内部に偏して，不規則レンズ状で分帯の著しいペグマタイトの大塊が存在して珪長

石鉱床をなしている。岩区の北弓≧はそのうちに鉱床を胚胎しない不毛の花嵩岩によつて占

められる。この不毛花崩岩は鉱床をそのうちに・包蔵する花嵩：害と別個の岩体をなし，別個の

岩区を形成すべきものであるかいなかについては断定に至らない。かりに爾者を一連のも

のとすると・鉱宋に富む部分は花嵩岩体の縁辺相に相当し，不毛部はその核心に相当する。

鉱床を含む縁辺相は岡山県にあつては急斜して地表に狭い帯となつて現われ，広島県では

ややゆるく南方に傾き，山口県では著しく緩斜して古生層下に没し，その上部，古生層の5’

ちに多数の灰重石を含むW鉱床を形成したと考えられる。この考は広島県東部及び岡山県

の大部分に分布する花謁岩の解釈には適合しない点が多い。この地域には花嵩岩に貫入さ
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れる古生層その他の岩石が広く分布し，そのうちには花崩岩と成因的に関連あると考えら

れる鉱床を胚胎することが少くない。かかる花嵩岩が花嵩岩貫入体の核心部に相当するや

いなやは疑聞である。かりにこの仮定のごとくだと考えると，山陰型と広島型爾碧区の間

には著しい不連続が存在せねばならない。しかしまた池方面では山陰型花嵩茅枢の南縁に

産する鉱床はその性質広島型花嵩岩区縁辺の鉱床に類酬生を示し，爾者闇の捷界を不明確

にしている◎

．出陰型花簡岩区はMOに富みWに乏しくSnを欠くGまた広島型花嵩碧区はWに富みM◇及

び＄nに乏しい。

　山陰型花崩岩区のMOは広島型花崩岩区のWより，浅所低温の生成に係り広島型花嵩岩

区のMo及びSnはWより深部の生成にかかる。このようにL工」陰型花嵐岩のMoと広島型花

崩料のWとは生成の環境を異にするが，しかし山陰型花嵩岩がMOに富み広島型花嵩署が

Wに富むのはそれぞれの岩区本来の性質の差に起因するものであろう。

　以上本研究は甚だ予察的のものであつて，その要は中国花嵩料の将来の研究に対して

床学的立場から研究の聞題を提出しアこものに過ぎない。



58 木 野 崎，　吉 郎

　　　　　　On　the　G　ranitic　rocks　in　Chugoku，　and　the∵molybdenite

　　　　　　　　　　　　　　　　　and　wolframite　deposits　in　them

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshio．　KINOSAKI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　The　Chttgoku　district　is　characterized　by　a　vast　exporsure　of　granitic　in－

trusive　rocks．　The　two　types　of　granites，　i．e．　Ry　6ke　and　ChOgoku　granites

are　distinguished　in　them．　According　to　the　mineral　deposits　contained　in　the

gran　itic　rocks，　the　present　author　proposed　to　divide　the　area　occupied　by

ChUgoku　granite　in　two　provinces，　fhe　San－in　granite　province』and　the　Hiro－

・him・g・anit・p・・vince．，　Th・San－in　g・anit・p・・vince・ccgPi・・the　n・・th・m

part　of　the　ChUgoku　district，　and　is　characteriged　by　hydrotherrnal　of　meso－

thermal　molybdenite　and　sericite　deposits．　Famous　molybdenite　deposits

are　s　warmed　in　the　middle　part　of　the　granite　exposure．　In　the　province　it

may　be　probable　that　the　hood　or　summit　part　of　the　granitic　batholith　are

not　much　eroded　away．　The　Hiroshima　granite　province　occupies　the　main

part　of　the　ChUgokU　distr1ct　and　is　characterized　by　pneurコatolytic　aDd　hy－

drothermal　or　hypothermal　w　olfrarnite　deposits，　and　great　pegrnatite　deposits．

These　deposits　are　distributed　along　the　peripheral　zone　of　the　provirlce，　re・

maining　a　vast　barren　central　core．　In　the　province　the　hood　or　summit　part

of　the　batholith　may　bave　been　almost　eroded　away・Each　of　the　two　pro－

vinces　constitutes　of　its　own　small　metallogenetic　province，　and　exhibits　emi－

nent　discontinuous　charaごter　at　the　boundary　between　the　two．
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